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清
洲
経
済
建
設
に
放
け
る
国
家
資
本
の
地
位

＼

島

慕

叫

序

fP.,J

現
代
5̂
財
政
総
軍
謂
工
菜
､
獣
工
柴
の
患
洩
な
臓
&
.臣
息
瀞
i
=す
る
敬
鳴
統
制
紀
牌
の
金
融
的
側
面
壮

形
成
し
こ
泊
り!=･C.
を
れ
紋

に
現
代
財
政
は
維
衆
の
や
う
な
収
支
均
衡
の
家
計
的
理
念
に
よ
っ
て
規
律
し
得
る
屯
の
で
は
な
く
､

む
し
ろ
国
家
金
融
-

p
ij
LujLe

finan.ci
と
云
ふ
外
国
語
が
現
は
し
.て
ゐ
る
棟
に
ー

と
し
て
の
環
極
的
な

面
を
次
第
に
明
確
に
し
て
葬
て
ゐ
る
と
言
へ
よ
う
｡

而

し
て
と
の
国
家
金
融
は
圃
豪
資
本
の
活
動
を
中
枢
と
し
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
'
そ
れ
に
は
短
期
的
な
側
面
と
長
期
的
な
側

面
と
が
羅
は
れ
る
.
第

1
の
そ
れ
は
'
例

へ
ば
国
庫
準
備
金
'
追
加
穣
軍

預
算
外
囲
庫
負
埠
等
の
諸
手
段
社
通
じ
て
壁
幻
極
ま
-

な
い
戦
時
の
要
請
に
知
慮

し
て
国
民
経
済
に
充
分
な
機
動
性
を
輿

へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
-
'
第
二
の
そ
れ
は
国
民
経
済
の
長
期
建

設
に
強
力
な
金
融
的
手
段
を
提
供
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
O
財
政
の
こ
の
雨
側
面
は
互
に
雫
接
な
関
係
に
あ
る
が
'
私
の
今
問

題
に
し
よ
う
と
す
る
の
は
長
期
的
な
側
面
で
あ
っ
て
､
こ
れ
こ
そ

一
般
に
圃
民
経
済
の
重
工
業
段
階
の
!
特
徴
で
あ
-
'
建
設
財
政

■

と
稀
し
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
.

滴
洲
経
済
連
設
に
於
け
る
国
家
東
本
の
幼
稚

第
三
奄

一
九
七

第

二
戟
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満洲経済建設に於げろ圃家資本の地位第三巻l九八第二妨二

徒発音園に於ては民間資本の蓄積匿の低位性とその商業資本的性格とによって国民生産力の根幹を堵蒸すをような長期的投資は制限されたが'それはしぼ-国際的生産力水準の重度-1封外的危機を媒介として匪~豪による国家資本投下の形で始めて葦現されるこJJが少-なかったe現代日本の重工巣を中心とする生産力演充にも多分にさうした蘭が見られるのであるがtAJの,lJJJは日本経済の急展開に凝然引込まれた低慶の農業囲清洲に鞘にあてはまる圭満へよう｡即ちこ1忙甘]i人な剛毅草本が創出せられ高庇の遅工米部門に投下されて'この園の任所建
の特殊性を輿へるのである｡即ちそれは先づ封外的蘭係に於ては日本賓本のプールの如き作用を持ち'封円的"

/

特に土着老木との関係に放ては原始的財産集積の面をも持ってゐるQ私はこ1に清洲国豪資本のこの特殊性を積

極面と指極面とよ-考察し.東亜整僻建設に内在する特徴的な一面を明かにして見たい.

二滴裁資本と清洲観衆賓本

元罪清洲に於ける資本蓄積は趣変に貧窮であるが､これは第lに地方の封建的軍閥による搾取関係に基-ものであ-､第二に資本は一般に商業高利貸資本.として流通過程に止ま-産業資本への蒔化が進行しなかつたためで

■

め-'第三にこの園の植民地的性格の故に出稼資本が多-利潤は支部本土'日本其他外国へ流出したことに債ると考へられよ5...勿論､土着賓本の中にも満洲観有の池坊菓'製粉業'窯琴紡織柴等忙投下されたものはある

引

が'是等の資本が重工業部門への投下賓本紙額の九〇%をも占めると云ふ状態はそれ白襟満洲経済の低位性'土

1)漏洲経済年報(昭和十四年恢)282頁
2)満洲経済年報(昭和八年版)568頁
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着
賓
本
の
軽
工
業
部
門
へ
の
偏
借
性
を
不
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
｡
併
乍
ら
か
･
.

る
満
洲
躍
碑
を
足
場
と
し
て
進
出
す
る
日
本
民
間

資
本
も
三
井
物
産
'
大
倉
商
W

1.二
菱
商
事
を
中
心
と
す
る
商
柴
資
本
的
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
-
'
共
は
浦
洲
軽
併
の
み
な
ら
ず

日
本
経
済
白
髄
の
後
進
性
に
基
因
す
る
現
象
と
云
へ
よ
う
.
凝
っ
て
又
満
洲
経
済
の
金
融
的
側
面
を
な
す
金
融
機
関
の
活
動
-

そ

れ
が
国
家
的
規
模
に
於
て
集
中
ru
れ
型
番
rU
れ
た
も
の
が
観
象
金
融
=
財
政
で
あ
る
-
l

も
自
ら
短
期
的
商
業
賓
金
の
融
通
を
主
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
今
積
極
'
嘗
舗
'
鏡
荘
等
の
停
続
的
金
融
機
関
を
除
き

一
億
近
代
的
形
態
を
と
れ
る
銀
行
の
賓
金
運
周
を
見

て
も
商
業
資
金
の
融
通
が
塵
倒
的
で
あ
る
｡
こ
れ
は
春
満
日
本
側
銀
行
に
つ
い
て
も
殆
ん
ど
同
様
で
あ
る
nS

嫡
J,J

コ

孜

一
九
'三
二
五

(
一
〇
〇
%
)

-
-
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I

L
'

I
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寂

Tl

k
t

六

七'九三
五
t
E
]四二

丁
四
'
三
二
〇

(
一
〇
〇
%
)

(

六
三

二
%)

･柄
州
頭
氾
巴
凪
,BHLnrlt=経
た
TF'彊
川
籍
先

(封JL東
湖
J

H

･･

純

桔

ノ

=

･'-.'

絹

五
六

二

T

七
､

五
三
二

(

六

五

･〇
%
)

-d=
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T=

･

･

-

-

‖

約

･､
兆

鰯

一
.六
九
八

六
'
六
八
〇
､

1
三
八

(八
･四
%
)

(九
･七
%
)

(
辰

徳
五
年
六
月
末

現

在
)

斯
様
な
満
洲
粧
碑
の
環
境
の
中
で
尤
大
な
長
期
的
投
資
乃
至
収
益
性
を
超
放
し
兜
国
家
的
投
資
を
敢
行
し
得
た
も
の
は
伺
ん
と
云

っ
て
も
日
本
国
豪
資
本
を
背
景
に
持
つ
満
裁
資
本
で
あ
っ
た
｡
満
鉄
資
本
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
満
洲
に
於
け
る
餓
道
事
業
の
弼
占
経

営
を
根
舞
と
し
て
沿
線
の
表
頒
'
重
工
業
'
港
潜
'
地
方
公
共
施
設
等
を
綜
合
的
に
経
営
す
る
準
圃
豪
資
本
で
あ
る
｡
浦
敦
賀
本
の

こ
の
準
国
家
資
本
と
し
て
の
特
色
は
p
例

へ
ば
附
属
地
経
営
の
中
に
見
ら
れ
.
英
は
土
木
'
衛
生
'
教
育
'
産
業
'
警
備
'
社
食
施

読
.
某
稚
'
火
葬
場
を
も
含
む
公
共
施
設
等
に
ま
で
亘
っ
て
ゐ
る
｡
是
等
の
事
業
に
要
す
る
経
費
は
勿
論
織
道
事
業
の
濁
占
的
利
潤

満
洲
揮
済
建
設
に
於
け
る
国
家
東
本
3
地
位

第

三
番

1
九
九

第

二
既

111

浦洲帝国経済全集 (金融篇)289頁3)
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満
洲
搾
滞
建
設
に
於
け
る
圃
家
資
本
の
地
位

第
三
巻

二
〇
〇

第

1
東

四

よ
り
賄
は
れ
る
が
,
又
こ
の

蒜

は
満
故
が
附
厚
地
居
住
者
に
課
す
る
租
税
手
数
料
に
よ
っ
て
補
媒
し
得
る
こ
と
-
な
っ
て
ゐ
生

瀬
織
資
本
の
こ
の
強
大
な
地
位
こ
そ
結
構
な
日
本
金
融
香
木
を
明
治
よ
-
昭
和
年
間
に
至
る
ま
で
後
れ
た
鼻
糞
圃
滴
洲
に
吸
引
す
る

原
因
と
な
っ
た
も
わ
だ
｡
逆
に
云
へ
ば
滴
韓
の
閥
家
性
と
資
本
性
と
を
適
変
に
混
合
し
た
特
異
な
地
位
が
満
洲
事
襲
径
に
至
る
ま
で

簡
ほ
ゆ
る
ぎ
な
-
存
在
し
た
と
云
ふ
こ
と
は
日
本
柾
準

と
清
洲
経
柄
の
瓢
方
に
見
ら
れ
る
後
述
性
-

そ
の
春
慶
及
び
恨
碑
は
濁
し

･T､
輿
.-3
が
-

1
忙
紐
悦
す
ら
･lTTILil.
L/
i･Uう
｡

㌔

(誼
)
走
の
二
乗
を
見
れ
ば
端
銭
の
地
方
粍

哲
哉
は
主
と
し
て
輔
道
の
指
JJL
利
潤
'

!
部
は
課
税
'
手
数
料
よ
-
賄
は
れ
に
こ
と
が
明
に
な
る
で
あ

ら
,フ
D

事
業
費
に
封
す
る
利
益
の
割
令

(形
)

年

度

政

道

族

舘

珊

瑚

六

年

1
七
･三
〃

(
二

二
･
1

七

年

二
三
･八

(
こ

1
･八

八

年

二
七
･六

(
こ

〇
･三

.･芭

六 五 〇 滑

炭

甲 ?
+1--- -濃

艶

丁 七 三
〇 八 三 油

ち■⊇Eu E-

こ こ こ 地

五 六 五

七 五 九 方

漁

醍
一
･六

八
二
五
･八

地
方
躍
替
費
骨
計
歳
入
歳
出
科
目
別
表

(千
国
)

視

手
数
料

年

.磨

入諸
収
入

補

給

金

計

昭

和

六

八
五
三

二
二
三

七

1
二
四

二
六
九

八

1
'
1
六
七

三
四
三

二
二
三

一
'九
五
五

一
六
八

1
.九
九
二

一
七
八

二
'
一
五
〇

三

二

七

四

三
'三
五
三

三
'八
三
八

五 匹】八
七 九 三

三
､
一
七

四

三
'三
五
三

三
､八
三
八
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併
し
こ
の
国
家
性
と
賓
本
性
と
は
常
に
調
和
し
て
ゐ
た
も
の
で
は
な
く

特
に
清
洲
囲
成
立
以
後
の
新
し
い
政
治
経
醇
的
環
境
の



i tit

裡
に
経
済
逸
鼓
を
敢
行
し
て
行
-
鮎
に
つ
い
て
異
質
的
な
要
素
よ
-
成
-
立
つ
浦
繊
資
本
の
能
力
が
再
検
討
さ
れ
始
め
た
.
第

一
に

満
城
賓
本
は
l
面
に
於
て
あ
-
ま
で
営
利
資
本
で
あ
-
'
そ
の
限
-
に
於
て
日
本
資
本
其
他
外
賓
を
吸
引
す
る
た
め
に
は
石
漠
､
大

｣且
等
の
運
遠
を
通
じ
て
植
民
地
的
.
猫
占
的
利
潤
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
､
従
っ
て
こ
の
蒲
鉾
資
本
の
営
利
政
策
は
今

後
の
軍
事
的
.
公
共
的
或
は
二
二

l六
事
件
前
後
の
日
本
内
部
の
諸
矛
盾
を
解
決
す
る
社
食
政
策
的
意
義
さ
へ
も
多
分
に
含
む
高
度

の
経
済
建
設
と
矛
盾
す
る
こ
と
'
例

へ
ば
等
整
以
後
浦
銭
が
滞
洲
固
よ
り
採
算
性
少
き
鉄
道
経
営
を
盲
託
さ
れ
'
要
に
自
ら
も
尤
大

､r<V薄
立地
【雇
ハ]1TIEiJl二EZJL]lLJJITtTJ召
≡T11し
7
恥

･ィ
､･月
｢IPl7

,-
･
-
lノ
-
,↓
ん
1--

ノ.ィ
､ー
T
(
..1
I

わ
が
財
部
凝
び
財
政
儲
府
議
の
問
に
-製
榊
が
奄
二月
胡
1.7円試
力
対
/.jtl,LJ
-J
等
に
浦
賊
頚
木
の
限
外
性
が
典
牌
的
な
形
を
と
っ
て
眠
れ

る
｡

AJ
の
鮎
か
Ai.1見
て
.も
湘
洲
鮮
桝
政
談
に
於
げ
ろ
浦
緋
和
本
の
彼
粥

朗
家
貸
本
の
接
頭
は
必
舛
性
毅
治
捕
.tJ
締
る
V
摺
二
に
摘

餓
資
本
は
あ
-
ま
で
植
民
地
開
聾
資
本
の
性
格
を
持
ち
'
政
道
沿
線
の
産
業
及
び
事
実
経
営
を
主
と
L
t
原
料
賓
源
の
封
日
供
給
を

企
圃
し
て
ゐ
る
｡
例
へ
ば
従
来
未
達
道
其
他
達
境
地
域
の
産
業
閑
敬
は
甚
し
く
後
れ
て
ゐ
た
こ
と
'
更
に
事
壁
以
後
に
於
て
も
韓
金

石
油
其
他
鎖
山
の
閑
聾
等
に
相
嘗
満
鏡
資
本
が
進
出
し
た
が
'
造
兵
.
航
基
'
白
動
車
等
の
資
本
は
こ
れ
等
資
本
生
産
物
の
移
動
性

及
び
日
本
重
工
業
資
本
の
利
蒜
を
考
慮
に
お
い
て
l
鷹
日
本
か
ら
の
供
給
に
満
足
し
て
ゐ
た
こ
と
等
は
満
繊
資
本
の
性
格
か
ら
葬
る

必
然
の
厨
緒
で
あ
っ
た
と
云
へ
よ
う
｡
然
る
に
清
洲
観
が
日
本
経
済
の
生
産
力
瑛
充
政
策
を
措
普
す
る
曙
立
の
経
済
単
位
と
し
て
の

鰻
制
を

',
厳
重
へ
る
こ
と
に
な
る
と
地
域
的
に
も
部
門
的
に
も
綜
合
的
計
量
的
な
経
済
建
設
を
遂
行
す
る
必
要
が
起
-
1
従
木
浦
鉾

賓
本
の
滑
動
に
見
ら
れ
た
植
民
地
閑
変
型
は
急
速
に
打
破
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
JJ
と
1
な
っ
た
｡
こ
1
に
も
清
洲
国
家
賓
木
接
頭
の
必

感
性
が
見
ら
れ
る
｡

満洲経済年報 (昭和十二年,下)57-82頁
満洲圃株味骨社制度に裁て (横領-正金鍬行調査部)23真

満
洲
輝
済
建
設
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

第
三
巷

二
〇
1

第

二
軟

玉



//
I

浦
洲
経
済
建
設
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

第
三
番

二
〇
二

第

二
雛

六

か
く
て
満
洲
事
壁
以
後
の
新
情
勢
の
展
開
に
つ
れ
種
々

な
る
満
鉄
改
組
案
が
現
れ
た
の
で
あ
る
が
'
更
に
支
那
事

堅
剛
後
の
軍
事

的
再
綿
鹿
の
段
階
に
入
っ
た
日
本
産
解
に
と
っ
て
滞
洲
産

業
の
急
速
な
而
も
綜
合
的
な
開
蚤
が
粒
封
的
要
請
と
な
る
に
至
っ
て
渦
線

資
本
の
性
格
的
壁
化
は
種
火

な
る
方
面
に
規
れ
て
釆
た
｡
第

一
に
満
城
附
罷
地
行
政
権
の
満
洲
園

へ
の
移
漂
ー
治
外
港
衛
の
撒
摩
'

こ
の
結
果
在
満
資
本
は
統

山
的
な
清
洲
園
の
産
業
行
政
槽
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
'
そ
の
限
り
に
於
て
満
鉄
賓
本
よ
-
の
園

束
性
の
剥
奪
む
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
C
又
躍
衆
の
満
鉄
総
柄
調
査
骨
と
封
抗
し
て
挺
荊
建
設
に
関
す
る
立
案
及
調
査
の
重
要
機
能

取
消
′J.臨
時
渡
米
珊
杏
櫓
が
揃
洲
親
側
忙
試
置
7･U
れ
た
と
よ

や
t#
L誹
宏
柴
統
制
法
の
制
定
等
私
斯
様
塾
部
鮎
の
側
師
r:-
形
成
す
叫J=右

の
で
あ
sQp.
浦
鏡
は
勿
論
債
邦
と
し
て
多
年
の
間
蓄
積
し
た
資
本
技
術
を
以
て
在
満
重
要
食
紅
の
経
営
に
参
加
す
る
で
あ
ら
う
が
"

そ
の
統
制
椿
支
配
篠
は
清
洲
園
側

へ
移
っ
た
わ
け
で
あ
る
｡
第
二
に
こ
れ
に
閲
聯
し
て
滞
餓
資
本
投
下
の
方
向
が
政
治
的
な
領
域
よ

･sL
純
経
済
的
領
域

へ
碍
換
し
っ
1
あ
る
こ
と
'
即
ち
満
洲
事
撃
の
嘗
初
よ
り
昭
和
十
年
頃
ま
で
は
大
髄
滞
洲
観
の
新
線
､
通
信
事
菓

銀
山
業
等
の
軍
事
的
'
政
治
的
性
格
の
濃
厚
な
部
門
へ
の
投
資
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
.
清
洲
囲
政
緒
の
物
的
基
礎
の
軽
備
に
つ
れ

て
漸
次
唱
ら
鋳
造
経
営
に
専
門
化
L
t
其
他
新
設
産
業
に
封
し
て
は
資
本
的
参
加
の
み
に
よ
っ
て
利
潤
を
吸
収
し
ょ
う
主
す
る
傾
向

を
規
は
し
始
め
た
.
こ
れ
は
日
本
賓
本
の
満
鉄

ル
ー
ト
再
検
討
に
答

へ
て
専
門
外
の
事
業
に
つ
い
て
は
自
ら
を
投
資
信
託
的
磯
能
に

/限
定
し
ょ
う
と
す
る
満
錬
資
本
の
意
圏
の
現
れ
で
も
あ
ら
う
か
｡

と
に
か
く
満
銭
巻
本
の
後
退
､
髪
質
は
こ
れ
を
裏
返
へ
し
て
見
れ
ば
清
洲
国
家
資
本
の
進
出
を
規
は
す
も
の
で
あ
っ
た
｡
恰
も
庚

徳
四
年

(昭
和
十
二
年
)
満
洲
産
業
五
ヶ
年
計
量
の
前
後
よ
-
さ
う
云
ふ
襲
質
の
諸
兆
候
が
見
ら
れ
る
事
賓
よ
り
し
て
も
､

こ
れ
は
理

解
出
来
る
こ
と
で
あ
る
｡
そ
れ
で
は
こ
れ
を
蒔
期
と
し
て
清
洲
産
業
の
全
領
域
に
亘
っ
て
峻
煎
な
国
表
春
本
に
よ
る
統
制
が
強
化
さ

小島精一,満故 コ ン ツ-〟-/頚木,190頁以下
満洲国経済年報 (昭和十二年,下)90頁



＼

れ
た
か
と
云
ふ
と
'
さ
う
革
純
に
解
棒
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
浦
洲
国
家
資
本
の
特
殊
性
が
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
o
青
々

は
ま
づ
と
の

囲
豪
資
本
に
は
民
族
資
本
的
地
盤
が
な
か
っ
た
こ
と
に
豊

息
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
そ
れ
故
に
も
し
も
満
城
資
本
の
後
過
し
た
後

の
基
隙
が
満
た
さ
れ
ね
ば
､
経
済
建
設
を
推
進
さ
せ
る
資
本
も
技
術
も
経
営
も
組
織
も
存
在
せ
ず
'
結
局
閲
表
音
本
の
足
場
そ
の
も

の
が
見
常
ら
な
い
と
云
ふ
状
態
に
な
っ
た
で
あ
ら
.つ
O
青
々

は
,LJ
l

に
そ
の
直
接
の
動
横
は
何
ん
で
あ
ら
う
と
日
産
資
本
の
滴
洲
移

駐
'
清
洲
重
工
業
開
喪
株
式
食
紅
の
成
立
の
根
本
原
因
を
見
る
の
で
あ
る
｡

備
貴
賓
本
は
在
満
重
工
業

(製
鋼
'
炭
墾

提
金
属
'
日

勤

盤

等
)
に
封

す
る
雑

木
の

満
幼
坦

軍

政
府
出
資
及
び
自
己
の
新
規
出
資
よ
-
成
立
つ
が
F

そ
の
意
味
に
於
て
共
は
在
満
苔
額
資

本
の

連
理

集
中
再
編

成
の面
を
祷
ち
､

こ
れ
を
足
場
と
し
て
新
改
経
頼
建
設
は
教
足
す
る
の
で
あ
る
0
両
て
国
家
資
本
の
機
能
は
滞

業
の
澗
ij=
放
物
成
J
.
I
Jての
補
助
忙
於
け
る
甥
策
的
邦
商
社
陶
学
～
る
鵬
に
あ
る
G
伴
っ
こ
様
は
丈
他
部
か
ら
F=
れ
ば
鯉
咽
以
碑
(.rL

]
JrJ
]
LL
′
L1.J
.JHリ
=
J
L)
ヒ.r
Iヒト
Jhlヒ

･〓リ
ノヽ
爪dd
nH
l''l
)
^
^
ヽ

.
L]TTq
TIV
t.tJ
]J
l
]
.､L)
HU
日引一Tt】卜
汝rん)
l,
Llrlこ
一日U
llTnl]
]ノ11Jt亡
]J
ノヽ
一J
.LJ.

1
当

1
'Ei-
1､一首
･～
う
ーノq牢
彩
頑
充
満
ti･彩
弄
て
-
謹
pl
･

こ
～

作
匡
表
召
TT
K
･1
フ
0手
相
ゼ
召
b
.｢
托
LEl罷
ヨ
コ
JTT字
7q=tS
J
～

な
清
動
領
域
が
切
布
か
れ
た
JJ
云
へ
る
の
で
あ
る
｡

以
上
述
べ
た
事
件
は
相
互
に
約
束
し
合
っ
た
梗
な
必
然
的
開
聯
を
有
す
る
も
の
で
あ
-
'
こ
れ
を
寮
徳
四
年
以
来
の
五
ヶ
年
計
董

賀
鵜
社
契
機
と
す
る
囲
豪
資
本
の
楕
動
に
結
び
つ
け
て
見
れ
ば
攻
の
横
に
な
る
.
満
鎖
資
本
の
後
退
'
を
の
鋳
造
中
心
の
単
純
ト
ラ

ス
,L
化
'
-

特
殊
食
紅
制
度
の
唐
和

-
裁
道
以
外
の
部
面
へ
の
浦
業
賛
本
の
進
出
'
こ
れ
を
足
場
と
す
N'.五
ヶ
年
計
葺
の
聾
足

-

こ
の
計
董
中
に
含
ま
れ
る
国
策
的
領
域
の
園
豪
資
本
に
よ
る
補
強
o
即
ち
満
洲
国
家
資
本
の
進
出
は
同
時
に
日
本
民
間
資
本
の

進
出
で
あ
る
と
云
ふ

1
見
矛
眉
し
た
関
係
は
清
洲
閲
に
於
て
は
必
然
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
'
こ
の
間
の
事
情
の
説
明
は
次
の
統

計
表
に
護
ら
う
｡
こ
の
表
は
日
本
封
満
投
資
ル
ー
ト
を
示
す
も
の
と
し
て
別
個
の
問
題
を
提
供
す
る
が
'
こ
ゝ
で
は
そ
れ
-
ぐ
､･の
期

浦
洲
経
済
建
設
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

第

三
巻

二
〇
三

第

二
既

七

iFZq-h



l

満
洲
揮
済
建
設
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

第
三
億

二
〇
四

第

二
鮭

入

間
に
於
け
る
滞
餓
資
本
'

民
間
資
本
､

国
表
資
本
の
粕
封
的
重
要
性
を
現
は
す
も
の
と
し
て
使

用
す
る
｡

さ
う
す
れ
ば
庚
徳

四
年

(曙
和
十
二
年
)
を
茸
と
し
て
前
期
に
於
け
る
満
耗
資
本
の
優
位
､

後
期
に
於
け
る
民
間
資
本
の
優
位
及
び
園
豪
香
木
の
地
位
の
向
上

が
窺
捻
れ
よ
う
｡

日

本

封

痛

捜

′
-
-
/

′

期

間

Ji.;‥

--.I

･-1

I,.

･嗣

斬

謝

節

("jE
金
沸

込
､
社
債
純
脅
駁
借
入
金
)

(折

満
触

鰍

が

間
鴨

畑
戎

満

洲

国

関

係

(
公

債
'

借

入

金
)

合

計

賓

(
千
囲)大同

元

年
･1
度
徳
三
年

｣ヽ
lr
J1
TT●L

]
L

L
一L

辰
徳
四
年
1
庚
徳
七
年

金

噸

%

､

.
I
.

､
-＼
.1

,･

こ
こ

,.

I,

三

〇
〇
'〇
七

T

一
七
〇
'0
0
0

11
7
六

1
､七
l六

二
五
･八

1
四
･七

一〇
〇
･〇

l
､虹
六
一
'〇
八
六

四
八
六
'
四
〇
〇

二
'九
〇
11.
I
七
一

室

二
･

三

1
六
･七

一
〇
〇
･〇

(封
満
事
許
局
費
表
の
も
の
よ
-
作
成
)

(鼓
)

稀
洲
国
関
係
の
も
の
は
前
期
で
は
政
治
的
借
款
多
-
､
後
期
で
は
投
資
事
業
公
債
が
挺
例
的
で
あ
る
か
ら
'
国
家
資
本
の
地
位
は
数
字
に
現

は
さ
れ
た
も
の
よ
･J
,も
後
期
に
於
で
は
遥
か
に
向
上
し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
O

三

園
家
資
本
の
活
動
領
域

既
に
述
べ
た
様
に
資
本
蓄
確
定
の
低
位
の
満
洲
に
於
て
急
速
に
重
工
業
資
本
を
起
き
う
･tlす
れ
ば
歯
豪
権
力
を
背
景
に
持
つ
張
力

な
資
本
の
創
出
が
必
至
と
な
る
O
従
市
浦
織
資
本
が
こ
の
国
表
的
資
本
を
代
位
し
た
の
で
あ
る
が
'
現
代
の
軍
事
的
意
義
を
有
す
る

重
工
業
資
本
の
蓮
課
は
綜
合
的
計
量
性
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
-
'

こ
れ
が
漏
洩
資
本
の
営
利
的
植
民
地
関
嶺
的
性
格
と
矛
盾
す
る



に
至
っ
た
の
で
あ
る
o
何
故
に
現
代
重
工
業
資
本
の
建
設
は
綜
合
性
を
有
す
る
の
で
あ
ら
う
か
D
先
づ
JJ
の
資
本
は
原
料
音
源
の
綜

合
ト
ラ
ス
,L
的
支
配
確
保
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
､
こ
れ
は
国
土
灸
股
に
亘
る
採
算
性
を
起
越
し
た
脊
振
開
蟹

(東
通
道
北
輔
の

関
学
の
如
き
)
に
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
O
更
に
重
工
柴
の
原
料
及
び
生
産
物
の
効
率
的
計
書
的
配
給
を
達
成
す
る
に
は
I

･
殊
に
日
本
経

済
と
の
関
係
に
於
て
-

債
格
統
制
'
配
給
統
制
'
更
に
消
費
統
制
を
営
む
囲
策
的
配
給
機
関

(目
端
商
事
株
式
骨
社
の
如
き
)
が
設
け

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ.
.
又
重
工
糞
の
急
速
な
凍
充
は
常
然
そ
の
周
速
に
尤
大
な
努
働
人
口
の
集
中
を
件
ふ
で
あ
ら
う
.
従
釆
滞
洲
に
於

て
は
人
口
三
高
以
下
の
中
小
商
柴
都
市
が
懸
倒
的
で
あ
っ
た
が
､
五
ヶ
年
計
葺
の
資
施
期
肝
後
に
於
て
は
撫
順
､
大
連
'
按
叫

本

･I.

渓
湖
'
奉
天
等
の
錬
工
業
都
市
に
於
け
る
労
働
人
口
の
集
中
は
著
し
い
.
近
代
都
市
人
口
の
膨
脹
に
つ
れ
て
市
営
住
宅
､
病
院
'
道

櫛
.
水
混
称
g
･公
瀕
放
課
の
必
勝
は
唱
し
て
滞
る

で

あ
ら
う
S
乾
酪
紅
斑
工
共
の
既
発
の
松
め
に
は
染
菜
部
門
に
於
て
仏
工
米
用
盛

作
物
の
確
保
の
た
め
'
労
働
力
離
村
に
よ
る
農
業
生
産
力
の
低
下
防
止
'

更
に
積
極
的
開
後
の
た
め
合
作
杜
や
配
給
統
制
機
関

(満

洲
特
産
等
管
公
社
の
如
き
)
が
設
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
.

要
す
る
に
軍
事
的
意
義
を
持
つ
重
工
業
の
凍
充
は
.W
づ
こ
の
部
門
自
鰹
が
互
大
な
青
木
の
長
期
的
投
下
を
必
雪
と
す
る
た
め
国
家

資
本
の
参
加
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
更
に
直
接
収
益
性
な
き
そ
の
補
助
部
門
'
社
食
的
施
設
等
に
封
し
て
は

l
そ
う
国
家
資
本

に
よ
る
補
強
工
作
が
ほ
ど
こ
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡
殊
に
業
者
や
地
方
圏
髄
の
自
治
に
要
ね
ら
る
べ
き
事
業
ま
で
が
'
配
給
機
構
の
年

封
建
性
の
故
に
'
地
方
自
治
闇
の
財
政
力
の
秩
如
の
故
に
'
直
凝
固
家
資
本
の
垂
加
を
得
て
重
工
業
の
急
速
な
損
充
に
や
う
4
;-
歩

調
を
合
せ
る
こ
と
の
出
来
た
の
は
満
洲
経
済
に
於
け
る
特
徴
的
な

1
両
で
あ
ら
う
か
｡

以
上
の
様
な
清
勤
領
域
が
清
洲
国
家
資
本
に
封
し
て
開
か
れ
て
ゐ
る
が
'
こ
の
国
家
資
本
の
括
動
を
考
案
す
る
た
め
に
は
投
雀
特

浦
洲
照
漕
建
設
Llこ於
け
る
国
家
栗
木
の
地
佃

第
三
番

二

〇
滋

第

二
班

九

豊崎稔,満洲領業 .製鎖業の蟹達牲 (経済学雑誌)8121
清洲圃特殊曹而土制度に就T,84頁以下
浦洲経済年報 (昭和八年)56頁
清洲経済年報 (昭和十三年)423〕買



別
合
計
を
中
心
と
す
る
国
家
財
政
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
こ
の
活
動
を
援
助
す
る
も
の
に
滴
洲
中
央
銀
行
'
興
業
銀
行
等

の
機
能
も
又
見
逃
し
難
い
が
'
そ
れ
は

1
鷹
国
家
資
本
の
創
出
磯
橋
に
関
す
る
も
の
と
し
て
後
述
す
る
で
あ
ら
う
.

清
洲
国
政
府
は
五
ヶ
年
計
蓋
の
開
始
期
庶
徳
EiEST年
鑑
の
財
政
計
宝
に
於
て
'
国
家
財
政
を
統
治
財
政
'
厚
生
開
発
財
政
､
企
業
財

政
の
三
に
分
け
p
前
者
を
以
て
健
全
財
政
'
複
二
者
を
以
て
積
極
財
政
主
義
を
探
る
旨

を
豊
明
し
た
.
併
し
と
の
財
政
の
骨
塀
は
多

計
E3政
策
内
覧
転
か
呑

ん
だ
も
の
で
あ
っ
て
p.
吾
々
L3
立
場
か
ら
讃
へ
ば
企
集
材
放
乃
妹
た
ら
す
肘
杖
仝
鰹
1

経
っ
て
所
謂
統
治

朋
政
教
屯
含
め
て
･
･-
･
の
中
柁
固
濠
資
本
満
潮
の
減
給
的
肋
轍
的
丑
礎
が
月
出
さ
れ
柏
ぼ
放
ち
扱
い
LA

国
家
資
本
進
出
の
前
操
は
･
既
述
の
棟
に
満
鉄
資
本
の
後
退
･
そ
の
国
家
性
の
剥
奪
即
ち

附
属
碓
行
政
樺
の
移
乱
で
あ
っ
た
.
こ

の
事
件
は
辰
徳
五
年
度
の
1
般
合
計
濠
算
に
特
に
明
確
に
反
映
し
た
O
即
ち
行
政
権
移
譲
に
よ
っ
て
清
洲
園
が
新
に
負
蜂
す
る
経
費

(従
来
端
銭
'
大
使
館
'
関
東
局
関
係
の
1
股
行
政
琴

警
察
費
'
教
育
費
､
司
法
費
'
土
木
産
業
費
等
)
等
は
約
二
幸

六
盲
高
風
と
計
算
さ
れ

て
ゐ
た
が
.
こ
の
分
を
食
ん
で

山
般
禽
討
歳
出
は
四
年
度
漁
算
額

一
四
八
､

〇
九
八
千
回
よ
-
五
年
度
寄
算
撃

二
〇
四
'
五
五
五
千

園
に

(比
較
骨
五
六
'
四
五
七
千
璽

'
特
に
行
政
費
は

二

七
､
l
五
五
千
軌
よ
り

1
六
七
'
三
八
二
千
胤

(比
較
噂
五
〇
'
二
二
七
千
固
)

い

に
膨
脹
し
た
｡
こ
の
新
な
財
政
負
槍
に
封
す
る
財
源
は
空
軍

病
院
'
逓
信
'
水
道
'
拳
校
其
他
行
政
収
入
九
百
苗
圃
'
園
税
収
入

六
Hz東

園
'
満
故
納
付
金
三
百
五
十
音
鳳
'
経
費
節
約
二
盲
五
十
高
風
'
特
殊
食
紅
そ
の
他
関
税
特
梓
の
撤
願
文
は
収
入
に
基
く
収

入
二
百
寓
些

所
得
税
そ
の
他
新
税
設
軍

看

貫
喝

l
般
合
計
負
括
七
百
高
風
と
計
算
さ
れ
覧

こ
れ
ら
の
多
-
は
新
な
支
配
地

盤
の
確
保
に
ょ
る
新
財
源
で
あ
る
o
こ
れ
を
既
述
の
行
政
費
膨
脹
と
共
に
考
察
す
れ
ば
'
満
洲
国
が

l
磨
耗

1
囲
豪
と
し
て
綜
合
的

経
済
建
設
を
推
進
せ
し
め
る
た
め
の
政
治
的
財
政
的
地
盤
が
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
よ
う
｡
従
っ
て
こ
の

一
般
合
計

13) 浦洲経済年報 (昭和十三年)407頁以下
14) 日本産済年報 (昭和十二年,第四輯)215頁



の
質
的
量
的
変
化
を
示
し
た
辰
徳
五
年
が
恰
も
投
資
特
別
骨
計
の
本
格
的
宿
動
の
開
始
さ
れ
る
時
期
と
大
購

一
致
し
て
ゐ
る
の
は
偶

然
で
は
な
い
の
で
あ
る
｡

攻
に
青
々
は
投
資
特
別
合
計
の
竜
的
撃
化
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
づ
国
家
賓
本
の
活
動
状
態
を
間
接
的
に
窺
は
う
｡
こ
の
特
別

食
計
の
創
設
期
庚
琴

九
年
度
と
'
五
ヶ
年
計
量
の
開
始
さ
れ
つ
つ
あ
る
旋
律
四
年
五
年
度
と
を
比
較
す
れ
ば
次
の
様
で
あ
る
｡

投
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別

食
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歳
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姐
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三
六
%

(
捕

洲
粁
漕
年
朝
rLA
-
算
出
)

即
ち
右
の
表
に
よ
っ
て
満
洲
園
の
財
政
膨
脹
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
特
別
食
計
で
あ
-
'
特
に
庚
徳
四
年
以
後
に
於

て
は

1
般
合

計
を
造
か
に
凌
駕
し
て
ゐ
る
が
'
更
に
こ
の
特
別
合
計
の
中
で
も
特
に
膨
脹
率
の
高
い
も
の
は
投
賓
特
別
食
計
で
あ
る
こ
と
が

か

で
あ
ら
う
｡
こ
の
事
茸
は
更
に

l
般
合
計
歳
出
及
び
特
別
合
計
歳
出
の
重
複
部
分
を
蛙
除
し
た
歳
出
純
計
額
に
封
す
る
投
賀
特
別
合

計
歳
出
の
割
合
を
見
れ
ば

一
瞥
明
確
に
な
る
の
で
あ
る
｡

(証
)

庚
徳
五
年
度
に
於
け
る
投
資
特
別
合
計
の
急
激
な
膨
脹
は
政
府
の
満
業
に
封
す
る
出
資
に
よ
る
も
の
で
あ
る
O
而
も
特
別
合
計
の
中
に
は
国

情
基
金
特
別
食
計
の
如
き
.
そ
の
大
部
分
が
投
資
特
別
骨
計
に
繰
入
れ
ら
れ
､
重
積
計
算
と
し
て
控
除
き
れ
る
も
の
が
多
い
の
で
投
資
の
歳
出
純

計
に
封
す
る
割
合
は
前
年
度
よ
-
急
骨
し
て
み
る
0
併
し
特
別
食
計
の
中
で
国
家
資
本
投
下
の
性
質
を
蒋
つ
滞
費
は
こ
れ
だ
け
で
は
Lj,い
の
で
あ

浦
洲
粁
済
建
設
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

第
三
巻

二
〇
七

第
二
戟

1
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浦
洲
海
津
建
設
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

第
三
懸

二
〇
八

第
二
軟

三

る
.
例
へ
げ
水
力
電
気
建
設
事
業
'
大
東
港
建
設
事
業
'
軽
水
事
業
'
内
国
開
拓
民
助
成
事
業
'
科
挙
試
験
事
業
等
の
各
特
別
合
計
が
そ
れ
で
あ

る
0
こ
れ
ら
の
特
別
骨
計
と
放
資
事
業
輯
別
合
計
と
を
令
計
L
t
更
に
圃
償
金
'
地
方
財
政
調
整
資
金
等
の
東
榎
計
算
部
分
を
控
除
す
れ
ば
.
特

別
骨
計
に
於
け
る
投
資
関
係
の
科
目
の
割
合
は
夏
に
大
き
-
な
る
で
あ
ら
う
0
例
へ
げ
庶
政
七
年
度
に
於
け
る
投
資
の
俸
別
膚
訂
㌫
於
け
る
地
位

は

1
三
･
1
%
に
低
下
し
て
ゐ
る
が
'
以
上
の
様
な
手
続
に
よ
っ
て
計
算
す
れ
ば
投
資
関
係
の
地
仕
は
四

･7Tu
て
投
攻
特
別
骨
計
の
円
容
計
且
ハ髄
的
に
見
よ
う
｡

捜
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幣

別

相

計

放

出

訳

･八
%
に
向
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す
る
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二
軍

二
三
二

二

'
九
〇
〇

二
二
'
〇

一
四

一
四
四
､
六
九

一

二
大
'
二
九
〇

二
六
二
'
七
凶
四

三
二
六
'
二

二

(揃
洲
帝
国
押
野
全
集
'
金
顧
第
･L6-
)

右

の
表
で
出
費
'
貸
款
支
出
が
大
牒
国
家
資
本
の
活
動
を
現
す
も
の
で
あ
る
O
出
資
支
出
を
廉
徳
五
年
度

の
濠
算
に
つ
い
て
見
れ

ば
'
満
洲
油
化
工
業

(
六
'
二
五
〇
千
囲
)
清
洲
合
成
燃
料

二
ハ
'
八
〇
〇
千
@
)
が
そ
の
主
な
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
貸
款
支
出
は
地
方

公
共
囲
憾
其
他
圏
鰹

へ
の
資
本
的
援
助
を
意
味
す
る
も
の
が
多
-
'
都
邑
計
喜
事
業
費

(
四
､
五
〇
〇
千
竪

減
荷
公
社

(大
'
0
0
(∪

千
鳳
)
合
作
杜

(
四
〇
〇
千
璽

金
融
骨
聯
合
食

(
1
'
0
0
0
千
厩
)
等

で
あ
る
｡
侮
準
備
金
の
尤
大
な
額
が
計
上
さ
れ

て
ゐ
る
が

'
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こ
れ
は
投
資
特
別
合
計
の
本
乗
の
性
質
か
ら
見
て
充
分
な
機
動
性
を
持
つ
た
め
で
あ
り
.
喪
徳
五
年
に
於
て
は
満
洲
重
工
業
開
牽
株

･S

式
食
紅

へ
の
梯
込

(
完

八
･
三
七
五
千
聖

が
そ
の
最
大
な
る
も
の
で
あ
も
.

I

攻
に
吾
々
は
国
家
資
本
が
如
何
な
る
領
域
に
於
て
活
動
し
て
ゐ
る
か
を
見
る
た
め
に
は
'
他
の
楢
葉
資
本
'
満
鉄
資
本
､
壷
滞
及

び
l
日
本
民
間
資
本
の
活
動
領
域
と
比
較
考
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
つ
ま
り
在
満
重
要
昏
社
及
び
其
他
国
膿

へ
の
そ
れ
ぇ
し
､
の
出

賓
割
合
を
此
密
す
る
の
で
あ
る
o
ま
づ
政
府
出
資
が
五
〇
%
以
上
収
上
る
主
な
倉
社
等
を
見
よ
う
.
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徳
七
年
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在
)
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0
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浦洲国特藤倉而土制度に就て,44削>/ll弓

れ
る
が
'
そ
れ
自
鰻
の
中
に
日
本
民
間
資
本
が
琴
加
し
て
ゐ
る
の
で
自
ら
活
動
の
分
野
も
臭
っ
て
ゐ
る
｡
(庚
徳
七
年
現
在
)
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浦
洲
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に
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ま
で
も
な
-
鋳
造
藁

で
あ
る
が
'
そ
れ
以
外
の
持
株
は
多
く
浦
業
に
よ
っ
て
眉
代
-
さ
れ
た
拝
具
'

株
式
の
過
年
数
を
支
配
す
る
部
門
は
少
い
｡
日
本
民
間
の
産
業
､
金
融
茸
本
(三
井
､
三
琴

住
友
'
日
産
'
大
考

洩
野
､
日
宅
等
)
ち

滞
洲
産
業
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
が
'
其
の
支
配
的
地
位
を
占
め
る
重
要
な
食
紅
は
浦
洲
重
工
業
､
清
洲
合
成
燃
料
.

清
洲
セ
メ
ン
ト
其
他
金
属
'
紡
績
部
門
の
諸
骨
杜
で
あ
る
｡

′

以
上
各
資
本
の
投
下
分
野
を
見
れ
ば
'
自
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
性

格

が
明
か
に
な
る
｡
ま
づ
日
本
民
間
資
本
の
多
く
は
此
校
的
収

釜
性
の
確
賛
な
産
業
に
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
O
尤
も
そ
れ
が
支
配
的
地
位
を
占
め
る
重
要
産
業
は
少
い
が
､.
清
栄
に
於
け
る
そ
の

拙
位
は
質
的
重
要
性
を
持
つ
で
あ
ら
う
0
攻
に
満
業
資
本
に
つ
い
て
見
れ
ば
'
そ
の
創
設
以
来
の
性
格
か
ら
し
て
明
か
な
株
に
'
日

本
の
所
謂
新
興
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
資
本
朋
技
術
的
閲
聯
の
あ
る
様
な
軍
需
工
業
'
重
工
業
部
門

へ
の
投
賓
が
節
倒
的
で
あ
る
O
こ

れ



に
閲
聯
し
て
重
工
業
に
不
可
鉄
の
米
韓
開
喪
に
も

互
大
な
資
本
が
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
O
こ
れ
ら
の
部
門
は
五
ヶ
年
計
量
の
中
偏
と
な

る
べ
き
も
の
で
あ
-
'
日
本
の
賓
本
.
技
術
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
｡
こ
の
両
者
は
浦
業
を
通
じ
て
滴
洲
の
経
済
建
設
に
有
力
な

&
11一百
槽
を
持
っ
て
ゐ
る
と
言
へ
よ
う
.

斯
様
に
見
て
乗
れ
ば
国
家
資
本
の
地
位
と
括
動
領
域
は
白
ら
明
か
で
あ
る
｡
そ
れ
は
五
ヶ
年
計
量
の
推
進
力
た
る
楢
葉

へ
の
賓
本

的
参
加
に
よ
っ
て
こ
れ
を
政
治
的
に
指
導
し
'
重
工
柴
建
設
の
国
策
的
聞
達
を
補
張
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
特
に
直
接
収
暴
性
な
き
生

I

活
必
需
品
'

特
産
物
の
配
給
部
門
及
び
新
技
術
の
研
究

へ
の
国
家
巻
本
の
参
加
は
著
し
い
.

硫
安
工
糞
､

目
端
商
事

へ
投
資
は
硫

安
,.
石
葬
T.
鋳
鋼
等
の
封
日
供
給
既
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
-
7
中
銀
興
銀

へ
の
参
加
は
是
等
の
機
関
と
の
間
に
投
資
ト
ラ
ス
ト
的

閲
塀
の
あ
る
こ
｣
'･L,i-
し
て
浩
然
で
あ
る
0
た
ゞ
碑
天
娼
兵
朗

へ
の
投
弦
の
み
は
む
し
ろ
兵
拾
腕
が
官
業
の
形
態
忙
於
LrJ確
保
漢
れ

て
ゐ
な
い
と

云
ふ
満
洲
園
に
於
け
る
特
異
な
事
葺
の
詮
明
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
｡

(註
)

満
洲
国
家
資
本
は
専
ら
財
政
金
舶
資
本
-
し
て
の
み
存
在
し
'
直
接
産
業
資
本
の
形
で
機
能
し
て
ゐ
な
い
.
国
家
資
本
が
勉
大
な
甘
楽
の
形

で
存
在
し
て
ゐ
た
菅
圃
明
治
年
間
と
比
較
し
て
産
業
的
基
礎
を
か
-
浦
洲
国
家
栗
本
の
朝
鮎
で
あ
る
と
云
へ
ま
-
0

(

〓

国
家
資
本

の
掛

目
依
存

書
々
は
攻
に
以
上
の
様
な
活
動
を
な
す
国
家
香
木
は
'
ど
う
云
ふ
機
構
を
通
じ
て
調
達
さ
れ
創
出
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
ょ

17ー

ラ
.
ま
づ
授
章
特
別
骨
計
の
歳
入
面
を
見
る
.
(草
佃
干
囲
)

浦
洲
搾
済
逮
殻
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

第
三
奄

二
二

1

第

二
凝

一
五



ソJ

満
洲
押
野
建
設
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

出

頭

収

入

回

収

出

資

金

回

収

貸

款

貸
款

利
息

収
入

..J.

.代

]
･.

一
E丈
J～-
Ir
･EJk
＼

辰
徳
元
年

(決
算
)

二

九
九
七

五
7
二

二一
'

三
五
四

八
〇
〇

二

丁
二
九
七

~｢

~ノ
｣
ノ
′(

庚
療
四
年三.

五
㌧
ニ
'
二
.

第
三
番

(決
算
)

六
七
四

〇
九
八

四
六
九

二
四
三

二
?
二

第

二
洗

喪
徳
五
年
7
二
､

四
､
三
'

1
六

-

(預

算
)

二
三
三
三
〇

二
七
〇

七
六

-E

一
四
二

八
〇
〇

凹
≡
四

.
｣
｢エ

~｢
JJ
I

三
〇
五
'
〇
〇
〇

九
山
九

一
二

･･
′

L

L ･･一･､1- - I- - 一､- --I-I.-.一･m ･-. ~ ~~ ･"･{ '1

出
資
収
入
は
累
年
増
加
の
傾
向
に
あ
り
'
共
は
観
象
資
本
の
参
加
す
る
部
門
の
基
礎
い
rLi-
-
堅
賛
な
る
を
息
は
せ
る
の
で
あ
る

け
れ
ど
も
'
政
府
は
民
間
資
本
に
優
先
的
配
昔
を
保
許
せ
る
結
果
'
か
1

る
収
入
に
専
ら
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
ず
'
結
局
こ
の
特

別
骨
計
の
歳
入
は
国
債
金
に
任
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
1
な
っ
て
ゐ
る
｡

元
来
清
洲
盟
政
府
の
公
債
は
そ
の
使
途
別
に
つ

い
て
見
れ
ば
そ
の
九
〇
%
近
-
が
関
教
事
糞
資
金
の
調
達
に
嘗
て
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
'

就
中
投
資
事
業
公
債
の
地
位
は
大
き
い
｡

(廉
徳
五
年
度
濠
算
に
於
け
る
そ
の
地
位
八
三
%
)
そ
し
て
そ
の
大
部
分
は
清
洲
中

央
銀
行
を
経
て
或
は
円
貨
債
と
し
て
園
内
の
滑
化
に
向
け
ら
れ
'
或
は
日
貨
債
と
し
て
日
本
金
融
市
場
に
賓
出
さ
れ
る
｡
菩
々

の
嘗

面
の
樹
題
は
播
洲
圃
政
府
公
債
特
に
国
家
資
本
の
調
達
を
目
的
と
す
る
公
債
の
割
合
が
日
本
金
融
市
場
に
依
存
し
た
か
と
云
ふ

こ
と

で
あ
る
｡
日
本
の
金
融
資
本
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
､
こ
れ
は
封
浦
投
資
ル
ー
ト
(中
銀
ル
I
j･)
に
関
す
る
問
題
で
あ
-
｡
そ
こ
に
日

本
資
本
の
ブ
ー
ル
と
し
て
の
清
洲
国
家
資
本
の
泊
極
面
が
あ
ら
は
れ
る
o
吾
々

は
先
づ
五
ヶ
年
計
葺
の
開
納
期
庚
篠
四
年
度
よ
り
開

教
事
業
関
係
の
公
債
の
襲
行
鰯
を
見
'
こ
れ
を
内
国
債
と
日
貨
債
に
分
け
て
見
rLj
う
0
(毘
仕
千
同
)



鷹

番

四

年

度日

貨

債

輿
米
金
融
公
債%

康

徳

五

年

度日

四
五
'
〇
〇
〇
三
六

貨

債

内
国

債

＼-

､ノ
｣

四

摩
公
債

八
〇
'
0
0
0
六
四

内

国

債

四
魔
公
債

1
五
〇
'

0
0
0
7O
C
)

内

国

債

計%

康

徳

七

年

度日

一

丁エ
U

U
U
U

m

rT]
/L

C
⊂
∪

二
つ
つ

.⊃
⊃
⊃
六
七

貨

債

匹
超
/LU
博

一
U
LJ

C
U
C

一
｢ノ⊃
､

｢ノヽtJ｢J
三
三

内

国

債

投
資
事
業
公
債

計%

二
〇
〇
'
〇
〇
〇

二
〇
〇
'
〇
〇
〇三六

典
農
公
債

三
〇
'
〇
〇
〇

四
煮
公
債

三
二
〇
.
〇
〇
〇

三
五

〇
'
〇
〇
〇
六
四

合

J計

一
二

五
'
〇

〇

〇

一〇
〇

合

計

7
五

〇
'
0
0
0

1C
)0

合

計

]二
ーヽJへ-ノヽ

rIノヽIノ｢ノ

こ
し′し(

(/し⊂一〇〇

合

計

五
五
〇
'
〇
〇
〇 一〇〇

(清
洲
中
央
銀
行
十
年
史
､
三
七
六
以
下
よ
-
)

即
ち
庚
徳
四
年
度
に
は
閃
襲
事
業
関
係
公
債
の
仝
覆
行
額

1
二
五
'

0
0
0
千
厩
の
中
三
六
%
が
'
簾
徳
六
年
度
に
蛙
三
〇
〇
'

硝
洲
経
済
連
殻
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

第
三
巷

二二
二

第

二
洗

一
七



ノ

満
洲
経
済
建
設
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

第
三
啓

二

7
四

第
二
新

1
八

〇
〇
〇
千
圃
中
六
七
%
が
'
旗
徳
七
年
度
に
は
五
五
CjP
〇
〇
C)千
鳳
中
三
六
%
が
Ⅶ
本
金
融
市
場
に
依
存
し
た
の
で
あ
る
｡
と

れ

以
外
に
庚
徳
五
年
に
於
て
は
清
洲
重
工
業
開
重
合
杜
に
封
す
る
第

1
回
梯
込

1
九
五
首
高
風
飴
の
調
達
の
た
め
に
満
洲
固
政
府
は
日

本
e
.国
債
引
受
シ
ン
･･,),
ク

ー
ト
園
か
ら

一
億
胤
の
借
入
金
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
i
g,

さ
て
斯
様
な
政
府
公
債

(借
入
金
を
含
め
て
)
を
通
す
る
封
滴
投
棄
ル
ー
ト

(中
銀
ル
ー
ト
)
は
日
本
経
済
に
と
っ
て
如
何
な
る
意
味

=
ノ
L
JLて

ノヽ
E

LJ
虫と
｢ノ
ゝ
ノヽ
･誌八
やヽ
仁一h
'
^
.し
)
○

ノ
ーTL
T.
Tラ
ts.山裾
､アiV〟男
/
一-刀
tS
融
W
l刀
iTt
(
Ju
ly
HrtJ

f
.
満
洲
中
級
ル
ー
-

(満
洲
圃
日
貨
公
債
の
蟹
缶
)
盈
赫
洲
興
銀
ル
ー
ト

(社
債
､
興
業
債
券
の
欝
行
'
日
本
興
銀
等
か
ら
の
融
資
)

二
'
漏
業
ル
ー
ト

(社
債
､
借
入
金
.
株
式
)

三
.
満
城
ル
ー
ト

(社
債
'
借
入
金
'
株
式
)

四
'
在
満
暗
線
骨
杜
､

1
般
骨
赴
ル
ー
ー

(社
債
､
株
式
の
直
接
募
集
)

と
こ
ろ
で
弟

l
節
で
既
に
考
察
し
た
棟
に
'
五
ヶ
年
計
喜
開
始
後
の
著
し
い
特
徴
は
清
錬
ル
ー
ト
の
此
貢
の
減
退
で
あ
-
'
中
銀

ル
ー
･1
及
び
清
美
ル
1
1
を
ヰ
心
と
す
る
在
滞
語
合
敢
ル
ー
ト
の
躍
進
で
あ
っ
た
｡
と
こ
ろ
で
浦
洲
内
部
に
於
け
る
国
表
資
本
の
活

動
の
強
化
さ
れ
て
ゐ
る
際
に
中
線
ル
ー
･L
の
比
重
増
大
は
嘗
爪
で
あ
る
が
'
そ
れ
と
併
行
し
て
観
衆
的
ル
ー
ト
を
通
過
し
な
い
資
本

の
流
入
は
清
洲
国
の

｢
計
董
経
輯
｣
の
み
な
ら
ず
日
清
を

1
髄
と
す
る
生
産
力
演
充
計
葺
を
表
見
的
な
も
の
と
し
な
い
だ
ら
う
か
｡

清
洲
園
の
賓
本
輸
出
は
嘗
然
日
本
か
ら
の
重
工
菓
資
材
其
他
建
設
資
材
の
輸
出
を
件
ふ
｡
そ
の
代
り
に
日
本

へ
の
｢
賓
金
の
環
流
｣
は

あ
る
わ
け
で
あ
る
が
､
問
題
は
さ
う
云
ふ
資
金
的
な
面
を
越
か
て
日
本
経
済
の
物
的
生
産
飴
カ
に
か
か
わ
っ
て
来
る
の
で
あ
る
･
か

ゝ
る
日
本
経
解
の
物
的
側
面
か
ら
逆
に
賓
金
の
蓮
動
が
規
正
せ
ら
れ
､
満
業
及
び
満
鉄
の
事
業
賛
金
が
例
城
せ
ら
れ
'
清
洲
圃
政
府

18) 満洲帝国樫野全集,金融編
19) 満洲経済年報 (昭和十三年)65克



預
算
が
墜
縮
さ
れ
よ
う
と
云
ふ
時
代
に
'
在
滞
各
食
紅
が
各
自
に
日
本

金
融
市
場
で
資
本
を
調
達
す
る
と
云
ふ
状
態
は
望
ま
し
い
も

の
で
は
な
い
｡
従
っ
て
日
清
間
の
賓
金
の
動
き
'
緯
局
は
資
材
の
交
流
に
計
蔓
性
を
輿

へ
る
た
め
資
金
ル
ー
ト
を

或
程
度
連
理
レ
統

制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
そ
の
1
つ
の
現
れ
は
清
洲
中
央
銀
行
の
環
替
統
制
の
強
化
で
あ
･e
/

そ
の
結
果
満
洲
鱗
法
人
の
調
達
し
訓

た
風
賓
金
は
中
銀

へ
集
中
さ
れ
る
の
で
t
F
満
経
済
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
見
地
か
ら
そ
れ
人
＼
の
起
債
を
統
御
す
る
こ
と
が
出
釆

る
.

資
金
ル
ー
ト
の
統
制
が
.U
の
程
度
に
ま
で
葬
れ
ば
､
更
に
進
ん
で
五
ヶ
年
計
喜
所
要
賓
金
は

1
麿
各
部
中
銀
ル
ー
ト
従
っ
て
清
洲

国
公
債
に
よ
っ
て
賄
ひ
'
然
る
後
中
錬
及
び
興
銀
の
統
制
下
に
調
達
資
金
を
雀
備
各
社
に
割
首
て
よ
う
と
云
ふ
主
張
も
硯
は
れ
る
G

併
し
か
.<
る
商
盛
の
計
量
雌
は
元
神
経
節
建
設
の
連
行
に
嘗
つ
て
日
本
よ
-
民
間
資
本
を
招
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
云
ふ

そ
の
漸
洲

圃
濠
填
頬
白
鰭
の
中
に
食
洩
れ
.L･?
脆
弱
性
の
故

に暫
班
困
難
で
あ
ら
,～.
け
揃
照
資
本
JLl釧
深
ま
日
本
境
木
洩
び
絃
肺
の
漸

な
る
滞
洲
進
出
を
意
味
し
て
ゐ
る
O
さ
う
云
ふ
鮎
か
ら
し
て
第

1
位
備
洲
圃
公
債
の
み
に
よ
る
時
は
在
満
各
社
と
の
資
本
的
.
乾
術

的
閲
係
は
自
ら
間
接
的
と
な
-
日
本
産
兼
資
本
の
事
兼
欲
は
浦
足
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
?
第
二
に
周
債
の
み
へ
の
殺
賓
は
授
章
備
件

に
相
昔
撃
化
を
欲
し
て
ゐ
る
金
融
市
場
の
立
前
か
ら
し
て
も
自
ら
飽
き
易
く
採
算
的
に
も
不
利
で
あ
り
'
各
種
社
債
の
所
有
を
有
利

抑

と
す
る
｡
又
か
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
満
洲
物
の
拍
化
を
凍
大
す
る
こ
と
が
出
来
る
｡
斯
様
に
観
象
的
賓
本
ル
-
卜
以
外
仁
多

-
Q

.
ル
ー
･1
が
存
在
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
'
清
洲
囲
豪
資
本
白
鰻
の
封
外
的
'
封
内
的
未
成
熟
を
硯
は
す
も
の
で
あ
ら
う
.

五

闘
家
資
本

の
民
族
鍵
蹄
的
地
盤

-
軽
僻
建
設
の
中
程
と
な
る
高
度
の
重
工
業
及
び
そ
の
近
代
杜
骨
的
周
達
と
商
菜
資
本
中
心
の
侍
銃
的
清
洲
経
済
'
こ
の
雨
着
の
間

滞
洲
経
済
建
設
に
於
げ
ろ
国
家
資
本
の
地
位

第

三
奄

1H
五

弟

二
就

一九

畿 鑓 謂 苧慧詣 雷撃)pg詣 J抑

l



漏
洲
押
野
建
設
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

第
三
番

二

二
ハ

第
二
洗

二
C
)

に
は
何
人
の
眼

に
も
明
か
な
大
き
な
断
盾
が
み

る
｡

両
も
五
ヶ
年
討
董
所
要
資
金
の
相
昔
な
部
分

(康
徳
七
年
ま
で
の
四
年
間
の
資
緒

五
十
八
億
圃
中
二
十
億
)
が
所
謂
現
地
調
所
に
得
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
'

こ
の
断
盾
は
何
等
か
の
手
段
で
克
服
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
｡
こ
の
問
題
は
要
す
る
に
従
束
商
巣
境
木
'
高
利
貸
費
水
と
農
民
潜
の
間
を
回
流
し
.r,
ゐ
た
土
着
資
本
を
如
何
忙
し
で
産

業
資
本
と
し
て
長
期
資
本
と
し
て
動
員
す
る
か
と
云
ふ
問
題
で
も
あ
る
｡

S
ま
こ
･J
に
幽
寂
資
本
の
調
達
と
云
ふ
閥
角
か
ら
見
れ

ば
.
二

.)は
放
映
<
.ひ
督
叫

f
f
二
型

翫
降
本
別
舶
機
偶
と
し
こ
中
細
;..
興
銀
の
横
化
施
び
妓
他
地
軸
機
関
の
中
央
動
月
牛
が
米
(..

.つ
IJ
.r̂
○

財
政
収
入
の
増
加
に
つ
い
て
は
'
満
洲
に
於
け
る
重
工
業
の
敦
達
'
賓
本
の
収
暴
性
の
向
上
に
つ
れ
て
自
ら
そ
こ
に
国
表
資
本
創

出
の
源
泉
が
開
か
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
'
産
発
利
潤
訂
直
接
租
税
収
入
又
は
出
資
収
入
と
し
て
吸
収
す
る
に
は
t
,
民
間
資
本

へ
の
債

鬼
的
配
雷
が
約
束
さ
れ
た
立
前
か
ら
し
て
'
自
ら
限
界
が
あ
る
｡
従
っ
て
残
さ
れ
た
方
浩
は
公
債
の
民
間
洞
化
で
あ
る
が
'
こ

れ
は

第
二
の
方
法
と
密
接
に
閲
聯
し
て
来
る
わ
け
で
あ
る
.

元
衆
清
洲
中
央
銀
行
が
国
家
資
本
の
創
出
機
関
と
レ
て
更
公
債
引
受
機
関
と
し
て
の
現
在
の
地
位
に
達
す
る
ま
で
の
歴
史
的
経
過

は
恰
も
撃
烏
利
貸
'
商
業
資
本
の
随
豪
的
勤
月
へ
の
途
で
も
あ
っ
た
.
即
ち
中
銀
の
蘭
身
で
あ
る
東
三
省
甘
鎌
瀬
'
菅
林
永
衝
官
鉄

琴

黒
龍
江
省
丸
鋸
城
等
は

1
方
で
封
建
的
官
僚
軍
閥
の
財
政
的
牧
瀬
機
関
で
あ
-
'
他
面
で
そ
の
収
束
的
機
能
を
遂
行
す
る
た
め

に
高
利
貸
'
商
業
資
本
と
結
び
つ
い
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
o
例

へ
ば
官
銀
紙
は
農
民
の
資
金
逼
迫
の
初
夏
に
紙
幣
を
高
利
で
前
貸
し

秋
の
収
穫
を
確
保
す
る
が
'
そ
の
紙
幣
の
僧
侶
は
や
が
て
暴
落
L
t
と
の
官
銀
親
閲
係
の
商
店
よ
-
生
清
必
需
品
を
購
入
す
る
重
民

は
莫
大
な
商
業
利
潤
里
見
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
斯
様
な
菅
官
銀
妹
時
代
の
残
薄
は
'
中
央
銀
行
が
そ
の
成
立
期
に
個
性
複
葉
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(滴
洲
特
産
物
の
賓
景
)
油
坊

(大
豆
を
原
料
と
す
る
加
工
業
)
営
業

(
7
般
動
産
を
婚
保
と
す
る
農
民
金
擬
)

焼
鍋

(高
梁
等
を
原
料
と
す
る
醸

造
業
)
雑
貨
菓

(
T
般
生
滑
必
需
品
の
虞
買
)
等
幾
多
の
附
業
を
乗
皆
し
て
ゐ
た
事
章
の
中
に
窺
ほ
れ
る
の
で
あ
る
O
是
等
の
皆
業
は
や

,T

が
て
中
鋲
よ
り
分
離
さ
れ
,
､
一
膳
大
典
公
司
の
営
業
秤
目
と
な
っ
た
帆
.･
そ
の
中
の
重
要
な
る
も
の
は
そ
の
後
国
家
資
本
の
巷
加
紅

よ
る
特
殊
食
紅
の
形
態
で
営
ま
れ
る
こ
と
1
な
っ
た
o
こ
れ
ら
の
事
賓
は

一
腰
何
を
意
味
し
て
ゐ
る
か
と
云
へ
ば
､
そ
れ
は

一
方
で

国
家
の
手
に
ょ
つ
て
傍
流
的
配
給
'
産
業
機
構
を
再
編
成
じ
合
理
化
し
っ
ゝ
こ
の
部
門
に
寄
生
せ
る
土
着
商
業
資
本
の
地
盤
を
剥
奪

L
t
他
方
で
自
ら
純
粋
な
図
表
的
金
融
機
関
と
し
て
か
1
る
浮
動
資
本
を
国
家
資
本
の
源
泉
と
し
て
蓄
積
せ
し
め
る
圭
.HJ
ふ
こ
と
な

那

の
で
あ
る
O
事
葦
中
鎌
は
普
通
銀
行
の
地
位
を
も
兼
ね
て

1
般
公
衆
よ
-
相
昔
の
利
息
を
附
し
て
預
金
を
吸
収
し
て
ゐ
る
.

ヒ
清
硬
木
の
長
期
建
設
資
金

へ
の
動
員
士
式
ふ
鮎

に
つ
い
て
は
備
州
照
射
醒
i7=
ち
Li<
き
な
役
割
軟
骨
つ
L
･.独
りLT
O
tか:.什
終
溝
裾
鰯

業
金
融
に
集
中
し
て
ゐ
た
朝
鮮
銀
行
､
備
洲

銀
行
及
正
隆
銀
行
の
業
持
近
憎
承
し
っ
･,
.
自
ら
は
長
期
金
融
の
方
向

へ
輔
換
し
た
去

云
ふ
創
設
期
の
事
情
そ
の
も
の
が
興
銀
の
役
割
を
明
示
し
て
ゐ
右

の
で
あ
る
.が
'
そ
の
後
土
着
資
本
の
吸
収
に

つ
いて
あ
ら
ゆ
る
努
-

カ
を
傾
倒
し
て
釆
た
｡

l
方
で
は
支
店
網
の
涜
大
強
化
に
よ
っ
て
清
人
等
の
零
細
賓
金
の
吸
収
に
努
め
る
と
と
も
に
'

他
方
で
清
人

の
琵
券
思
想
普
及
に
努
め
'
自
ら
国
内
資
本
市
場
を
育
成
せ
ん
と
し
て
ゐ
聖

土
着
賓
本
の
動
員
に
つ
い
て
以
上
の
様
な
諸
機
関
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
'
政
府
公
債
の
園
内
糖
化
は
充
分
な
効
果
を
あ
げ
て
ゐ
な

い
｡
い
ま
中
銀
の
所
有
内
国
債
及

び
政
府
貸
金
を
見
れ
ば
五
ヶ
年
計
量
の
進
行
中
累
年
増
加
し
て
ゐ
る
し
.
内
国
債
現
在
高
に
封
す

る
中
銀
の
そ
れ
の
割
合
も
増
加
の
傾
向
を
不
し
て
ゐ
る
｡

22) 浦洲中央銀行十年度,119頁以下
23) 浦洲帝閉経訝全集 (金放棄)237頁
24) 甫洲帝国経済全集 (金融篇)26と屑
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清
洲
躍
滞
建
設
に
於
け
る
国
家
資
本
の
地
位

第
三
啓

二
7
八

第
二
折

二
二

康
徳
四
年

屈
年
]ハ
年
七
年

内
国
債
現
在
街
(千
国
)

二
〇

二

七
七
六

三
五
一
､
七
七
六

四
五
七
'
七
七
六

九
八
五
､
二
二
六

申
銀
所
有
内
国
債
(千
囲
)

二

七
'

一
五
四

二
〇
〇
'

二
八
六

二

八
六
'
一
八
六

六
六
七
'
四
六
二

六 六 五 五
七 二 七 七 %

中
銀
政
府
貸
上
金
(千
国
)

二
〇
'
五
五
五

九

〇
'
八
二
八

三
〇

六
'
五
四T三

四
三
t

J
カ
ニ

(満
洲
中
央
墾
付
十
年
ぬ
r･i
-
)

右
の
未
は
何
型

不
す
か
卓

tn
,へ
ば
､
円
樹
齢
の
FF.
線
引
庶
及
JIf5
腫
上
金
忙
,ii.E.･
て
放
府
L3
推
称
し
於
肇
余
が
撒
布
終
れ
て
井
.4g
惑

=

流
し
て
来
な
い
事
亘
を
物
語
っ
て
ゐ
る
｡
侍
続
的
な
浦
人
の
癖
解
放
令
に
は
近
代
的
な
金
融
市
場
な
-
､
賓
金
の
多
く
は
所
謂
商
家

預
金
の
形
を
と
り
'
近
代
的
金
融
機
関
に
蓄
積
さ
れ
な
い
と
云
ほ
れ
て
ゐ
る
｡
従
っ

て
又
マ
-
ケ
ツ
･L
･
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
如
き

方
法
に
は
自
ら
限
鼻
が
あ
-
'
彩
票

(富
撃

や
大
典
有
奨
備
蓄
等
の
投
機
的
'

射
利
的
制
度
が
満
人
骨
の
零
細
資
金
吸
収
の
手
段

と
し
て
期
待
を
持
た
れ
て
ゐ
る
所
以
で
も
あ
ら
う
.
何
れ
に
せ
よ
土
着
資
本
の
勤
月
に
は
相
常
の
困
難
が
伴
ふ
棟
で
あ
わ
.
そ
の
限

-
に
於
て
清
洲
閲
豪
資
本
は
充
分
に
民
族
経
済
的
地
盤
を
確
保
し
て
ゐ
な
い
と
云
へ
H
う
｡

附
記

･H
着
資
本
の
動
員
.i
つ
い
て
は
ま
だ
充
分
云
ひ
藍
-
し
て
ゐ
な
い
が
'
こ
れ
は
別
の
機
骨
に
ゆ
づ
ら
う
0
全
館
と
し
て
締
切
期
限
切
迫
の
Ll

め
不
完
全
な
も
の
に
t･bつ
た
が
.
そ
の
鮎
は
走
の
如
き
園
表
に
ょ
つ
て
補
足
し
て
お
か
う
｡
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